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杏雨書屋の善本漢籍
―恭仁山荘本を中心に―

杏雨書屋運営協議員　　麥谷　邦夫

　杏雨書屋には、現在国宝 3 点、重要文化財 14 点の貴重な書籍が所蔵されている。実はこ
のうち国宝全点、重要文化財 3 点は、いずれも恭仁山荘善本と名づけられた文庫に収められ
ている。全 97 点の書物からなる恭仁山荘善本は、東洋学の泰斗であり京都支那学を代表す
る学者であった内藤湖南（名は虎次郎、字は炳卿。1886〜1934）の蔵書中、とりわけ貴重な
書物ばかりを集めたものである。その名は、湖南が京都帝国大学教授を退任後に居を定めた
京都府相楽郡瓶原村（現木津川市加茂町）の恭仁山荘に由来する。ここには数万冊にのぼる
蔵書が収められていたが、湖南の没後、その一部が六代武田長兵衞氏の有に帰した後、杏雨
書屋に入った。多くは漢籍や漢籍の古い鈔本であるが、弘法大師空海や五山の禅僧の著作な
ど貴重な和書も含まれている。
　恭仁山荘善本の展観は、昭和 10 年（1935）に大阪府立図書館で初めて行なわれ、それを記
念して『恭仁山荘善本書影』が刊行された。その後半世紀を経て、昭和 60 年（1985）に山鹿誠
之助氏の解説を付した『新修恭仁山荘善本書影』が杏雨書屋から刊行されたのを記念して、
同年 5 月と11月の 2 回にわたって展示会が行われた。また、平成 25 年（2013）に杏雨書屋が
十三から現在地に移転した際にも主要な恭仁山荘善本が展示されたが、その後はまとまった
展示は行われてこなかった。今回の展示では、恭仁山荘善本の漢籍のうち、国宝 3 点、重要
文化財 2 点を含む 35 点と、重要文化財 2 点を含むその他の杏雨書屋所蔵漢籍 10 点の全 45 点
を展示する。漢籍とは、近代以前の中国人の著作、およびその鈔本や刊本、またはそれらを
日本で刊行した和刻本などの総称である。和漢にわたる恭仁山荘善本の中から漢籍に限って
展示したのは、戦前の京都支那学を牽引してきた湖南の足跡を垣間見るのにふさわしいと考
えたからである。
　杏雨書屋の蔵書といえば、一般には和漢の医学、本草学関係のものが中心と思われている
かも知れない。もちろんそのことに間違いはないのであるが、恭仁山荘善本を筆頭として、
羽田文庫の敦煌写本（敦煌秘笈）、仏典の磧砂版大蔵経など、中国学全般にかかわる貴重な
漢籍も数多く所蔵されている。恭仁山荘善本漢籍と合わせて展示することで、杏雨書屋所蔵
図書の幅広さを実感していただくことを期待している。古来、漢籍の分類は、中国古代の学
術を反映した経・史・子・集の 4 部に分ける方法が取られてきた。今回の展示では、このよ
うな漢籍の伝統的分類法に従う配置をしてある。
　なお、展示解説については、『新修恭仁山荘善本書影』および過去の展示会図録の解説を
参照した。
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1 　周易正義　14 巻 7冊　旧鈔単疏本　（恭80）
『周易』は「易経」ともいい儒家の五経のひとつ。易には夏、殷、周三代それぞれの易があり、

周代のものを周易という。本書は、唐代に孔穎達（574〜648）らが勅命を奉じて撰述した『周易』
の疏（注釈）で、経文と注文を持たず疏のみから構成されるいわゆる単疏本である。書写年代な
どに関する奥書はないが、南宋覆刻本の鈔本をもとに織豊期に伝写されたと考えられている。全
巻に朱点および墨書の返り点がある。送り仮名を施し、眉欄および行間には諸本との異同や訓義
などを注記している。



	 −	 3	 −

2 　尚書　13 巻 4冊　元和寛永中活字本　（恭44）
『尚書』は「書経」ともいい儒家の五経のひとつ。本書は、前漢の景帝（在位前157〜前141）の時、

孔子の旧宅の壁中から発見された篆書以前の蝌蚪文字（古文）で書かれた古文尚書に孔安国が伝
（注釈の一種）を施したもの。孔安国伝の古文尚書に関しては古来その真偽が問題とされてきた
が、仮託による偽書であることは後代の定論となっている。本書は、無刊記の活字本で、慶長年
間（1596〜1615）に刊行されたものの後刷と考えられている。褐色の原表紙を存する。
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3 　毛詩正義残本　17 冊　南宋刊単疏本　（恭 1）　（国宝）
『毛詩』は「詩経」ともいい儒家の五経のひとつ。本書は、唐代に孔穎達らが勅命を奉じて撰述

した『毛詩』の疏（注釈）で、経文と注文を持たず疏のみから構成されるいわゆる単疏本である。
全 40 巻のうち首 7 巻を欠く。宋の太宗の端拱元年（988）に五経正義を校勘して刊行させたが、『毛
詩正義』は淳化 3 年（992）に完成した。その後、南宋の紹興 9 年（1139）にあらためて紹興府で覆
刻させたものが本書である。宋刊の単疏本は中国では早くに亡佚してしまっており、現存するも
のは本書のみである。「金沢文庫」「香山常住」の黒印などがある。
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4 　礼記　20 巻 10 冊　慶長元和間活字本　（恭46）
『礼記』は儒家の五経のひとつで、周末から秦、漢にかけての古礼に関する諸説を整理編集した

もの。本書は、毎冊巻首に「大寧院」の印記を捺す。巻 1 のみ朱点がある。全巻に墨書で返り点、
訓点、反切等の書き入れを施し、また複数巻の巻末に鎌倉および室町時代の年紀を有する奥書を
移写しており、平安朝以降、清原家の秘本によって訓点を移記したものであることが知られる。
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5 　春秋経伝集解残巻　 4巻　平安朝鈔本　（恭70）　（重要文化財）
『春秋』は孔子の編纂した魯国 12 公の年代記で、儒家の経典のひとつ。その古い注釈には「左

氏伝」「公羊伝」「穀梁伝」の 3 伝があり、本書は「左氏伝」に晋の杜預（222〜84）が注釈を施した
もの。巻 6 、13、16、19、29を存する。各巻に朱墨の加筆があるが本文とは別筆であり、また
朱書でヲコト点や声点を付し、墨書で訓義や反切その他を注記する。本書の紙背には、12 世紀
後半の醍醐寺関係の表白、願文、祈願詞、諷誦文、請文、申文などが多数書写されており、史料
的にも価値がある。

紙背
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6 　論語集解残本　 1帖　旧鈔本　（恭75）
『論語』は孔子の言行を後に弟子たちが「学而」以下の 20 篇に編纂したもの。本書は、魏の何晏 

（？〜249）が注釈を加えた集解本。巻 5 から巻 10 までを存する。もと巻子本であったものを室
町時代ころに折本に改装している。巻尾に「永正十一年（1514）八月修補之」と記した紙片が貼付
されていたというが、今は残っていない。書写年代や伝承は不詳であるが、鎌倉時代中期以前に
博士家の伝本を書写したものと考えられている。朱書でヲコト点、声点および連続符を施し、墨
書で仮名の訓を加え、字傍、行間および欄外に訓義その他を注記している。
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7 　孟子　14 巻 5冊　慶長中刊活字本　（恭48）
『孟子』は孔子の後学孟軻の著で儒家の経典のひとつ。後漢の趙岐（？〜201）の注。本書巻末に

は「関東上総住今関正運刊」の刊記がある。また、「曼珠院蔵」「曼珠院図書之印」「足利学校古本」
などの印記がある。今関正運に関しての詳細は不明であるが、同様の刊記を有する活字刊本には

『周易』『礼記』『中庸章句』（恭49）などがある。なお、『孟子』の古活字版としては本書をはじめ
5 種類の伝本が知られている。
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8 　古文孝経　 1巻 1帖　旧鈔本　（恭71）　（重要文化財）
『孝経』は儒家の重視する「孝」の徳を説く経典。『古文孝経』は『古文尚書』などと同じく孔子の

旧宅から出たという『孝経』に漢の孔安国が伝（注釈）を施したものとされるが、現在は偽書と考
えられている。巻尾の奥書によれば、本書は仁治 2 年（1241）の清原教隆校点本で、本邦現存の『古
文孝経』旧鈔本の中では最古のものに属する。もと巻子本であったものを後に折本に改装してあ
る。清原教隆（1199〜1265）は鎌倉時代中期の儒学者で、北条実時の師として金沢文庫の創設に
影響を与えた人物。
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9 　古文孝経断簡　旧抄本　（洗41）
『古文孝経』五刑章の断簡。五刑章の経文37字のうち首部を除く残り29字と孔安国の伝に相当

する。わずか 5 行ほどを存するのみであるが、奈良時代の写経生の筆と推定されており、極めて
珍重すべきものである。紙背は弘法大師の筆と伝えられる仏典 6 行分。本断簡は 6 代武田長兵衞
氏が洗心文庫に取り置いてあったもので、後に杏雨書屋に入った。もともとは内藤湖南の旧蔵品
であったとの説もある。
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10　説文解字木部残巻　 1巻　唐鈔本　（恭67）　（国宝）
『説文解字』は後漢の許慎の撰。漢字 9353 字を 540 部に分類して、形・音・義を解説した書。

永元 12 年（100）に完成。略して「説文」という。本書は、その「木」部の 188 字を伝える残巻であ
る。書写年代を明示するものはないが、末尾近くの「亙」字の解字「古文 」の「 」の末画を欠筆
するのは、穆宗（在位820〜24）の諱である「恆」を避けたと考えられるから、およその書写時代
が推定できる。現在の『説文解字』は、全て宋の徐鉉・徐鍇兄弟の校訂本に依拠しているので、
本書は徐本以前の姿を伝える貴重な資料といえる。
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	 −	14	−

11　説文解字標目残巻　 1巻　敦煌写本　（羽674）
本書は、『説文解字』の標目の残巻である。標目巻第 7 の末尾 2 行、巻第 8 の全部、巻第 9 の

首 5 行を存する。最初に巻第を 1 行で示した後、その巻に収載する部首字と部首の通し番号とを
列記する。現在の通行本などと比較すると、巻 7 は通行本の巻 6 、巻 8 は同じく巻 7 、巻 9 は
同じく巻 8 に相当し、巻内の部首の順序などにも違いが見られる。本書も前の木部残巻同様、徐
本以前の姿を伝える貴重な資料のひとつといえよう。「木斎珍蔵唐人秘笈」「徳化李氏凡将閣珍蔵」
の印記がある。
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12　説文解字残本　 4冊　北宋刊南宋補刻本　（恭 2）
現在の『説文解字』のもととなった徐鉉（916〜91）らの校訂本。宋代に版刻されたいわゆる大

徐本で、静嘉堂文庫所蔵の北宋刊本と同種のものである。巻 2 、 5 、 6 、13〜15を存する。本
書は巻 15 の後半部分を欠くが、静嘉堂文庫本には雍煕 3 年（986）の徐鉉らの進表および李昉ら
の牒があり、雍煕中に国子監において雕印させたものであることが知られる。『毛詩正義』（恭 1）
と同じく「香山常住」の黒印がある。
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13　中原音韻　不分巻 2冊　元刊本　（恭17）
『中原音韻』は、当時標準的な韻律の拠り所を示す曲韻書がなかった元曲の押韻の基準を示すこ

とを目的に、周徳清（1277〜1365）が泰定元年（1324）に撰述した韻書。関漢卿や馬致遠ら代表的
な戯曲家の元曲作品に用いられている当時の口語の韻律に基づいて編纂されており、それまでの
韻書とは体例や音韻体系の上で大きな相違が見られる。本書の元刊本は極めて数が少なく貴重で
ある。また、明末清初の著名な蔵書家・出版者である毛晋の旧蔵本で、「毛晋」「毛晋之印」 

「汲古主人」などの印記がある。
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14　史記集解　130 巻 14 冊　南宋刊本　（恭 4）
劉宋の裴駰の集解本。『史記』は漢の司馬遷の手になる古代から漢の武帝期までの通史。紀伝体

で書かれており正史の筆頭に位置する。本書は、巻首に裴駰の「大字史記集解序」を置き、次い
で「大字史記目録」を配する。目録末尾の裏面には、「邵武東郷朱中奉宅/刊行校勘即無訛舛/紹興
庚申八月朔記」との刊記があり、紹興庚申すなわち紹興 10 年（1140）の邵武（福建）の朱氏家刻本
であることが知られる。一部の巻には朱点や墨書の注記書入れが見られる。また、改装の際に天
地が切断されている。毎巻「蘭陵家蔵書籍」「蘭陵蔵書」の印記があり、飛鳥井家の旧蔵という。
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15　史記集解残本　11 冊　北宋刊本　（恭 3）　（国宝）
劉宋の裴駰の集解本。巻 31〜39、44〜60、81〜101、109〜130 を存する。校勘ないし刊行に

関する記述を欠き、刊行年代は不明である。ただし、『鉄琴銅剣楼蔵書目録』に載せる北宋刊本と
行款字数や欠筆などがほぼ同じであり、仁宗朝（1022〜63）以前の同種の刊本と考えられている。

『史記』の北宋刊本は極めて珍しく貴重な書である。なお、11 冊のうち 10 冊は明治の漢学者竹添
光鴻（号は井井）旧蔵の北宋刊本で、残りの 1 冊（巻50〜60）は富岡謙蔵（号は桃華）旧蔵の南宋刻
本で補ってある。

北宋刊本
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北宋刊本

南宋刊本（富岡謙蔵旧蔵）
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16　漢書巻 81 残巻　 1巻　敦煌写本　（羽432）
漢の班固（32〜92）の撰。『史記』は古代から前漢武帝期までの紀伝体で書かれた通史であった

が、『漢書』は前漢王朝一代の断代史である。以後の正史の模範となった。『史記』と同じく紀伝
体で書かれ、本紀、表、志、列伝で構成される。本書は、巻 81 匡張孔馬伝の残巻で、首尾を欠く。
唐の顔師古注本以前のテキスト。黄染の麻紙に楷書で書かれており、全 9 紙を存する。「敦煌石
室秘笈」「李盛鐸印」「木斎蔵書」「李滂」の印記がある。
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17　後漢書 90 巻　目録 1巻　続漢志 30 巻　全 34 冊　寛永活字本　（恭60）
『後漢書』は劉宋の范曄撰、唐の章懐太子李賢注。『続漢志』は晋の司馬彪撰、梁の劉昭注。『後

漢書』は『漢書』に続く後漢一代の歴史書。本紀 10 巻、列伝 80 巻からなり、志は『続漢志』を当
てる。寛永 5 年（1628）刊の同種活字本『漢書』に続いて出版されたものとみられる。全巻にわた
って朱書の句読点を施す。栗皮色表紙を存する原装本で保存状態は良い。各巻に「釈智洲蔵書印」

「靖斎蔵書之記」「釈智洲」の朱印および「縁覚寺」の黒印がある。



	 −	22	−

18　眉山版七史　139 冊　宋紹興間刻元明遞修本　（恭 5）
『郡斎読書志』の伝えるところによれば、本書は紹興 14 年（1144）に四川の転運使となった井憲

孟が諸州の学官に依頼して収集した宋書、南斉書、梁書、陳書、魏書、北斉書、周書の七史の諸
本をもとに、眉山県（四川）で刊行させたものである。一般に蜀大字本と呼ばれている。元の時
に版木の磨滅損耗を修補し、明の洪武年間（1368〜1398）には版木を南京の国子監に移して補修
刊行を続けたので、南監本とも称される。清の嘉慶中（1796〜1820）に火災によって版木は失な
われた。

宋書巻100

梁書巻51
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19　歴代君臣図像　1帖　元刻拓本　（恭12）
本書は、南岳の僧懶牛懃が漢以来宋に至る帝王および名臣の図像 74 図を集めたものを、廬山

の開先寺で石に彫ったものの拓本である。末尾に泰定 4 年（1327）の汪従善の跋ならびに至元 4
年（1338）の王弼の叙がある。折本で毎頁ごとに一人を刻している。展示部分は、蜀の劉備、魏
の曹操、呉の孫権、諸葛孔明および王羲之と謝霊運である。
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20　唐才子伝　10 巻 2冊　室町初期刊本　（恭22）
本書は、唐代の詩人 278 人の伝記と関連する 120 人の記事を集めたものである。撰者の辛文

房は西域の人。元の大徳 8 年（1304）の自序を有する。『経籍訪古志』所載の狩谷棭斎の蔵本には
「文安己巳六月十八日朱点終」の識語があったと伝えられることから、文安 6 年（1449）以前の刻
本であることが知られる。本書は中国では早くに散佚して伝わらず、林述斎は『佚存叢書』に収
載した。その後、清の鮑廷博が『知不足斎叢書』に収めてから広く知られるようになったもので
ある。なお、帙の内面には内藤湖南が本書入手の経緯を記した識語が残されている。
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21　華夷訳語　不分巻 10冊　明鈔本　（恭96）
『華夷訳語』は、明代に中国と交渉を持った近隣諸国の言葉を集めたもので、中国語との対訳語

彙集である。甲・乙・丙・丁の 4 種に大別される。本書は乙種本に属し、成祖の永楽 5 年（1407）
に外交文書の翻訳を担当する四夷館において、館員の学習上の必要から編纂されたもので、韃靼・
女真・西番・西天・回回・百夷・高昌・緬甸などの諸語を対象とし、来文と称する例文が添えら
れている。内藤湖南が大正 6 年（1917）上海の書肆楽善堂から購入したもの。



	 −	26	−

22　老子道徳経残巻　 1巻　敦煌写本　（羽458）
『老子道徳経』は道経 37 章、徳経 44 章の全 81 章からなる道家の代表的テキスト。本書は巻首

を欠き、道経第 8 章以下を存する。全 14 紙。黄染の麻紙に楷書で書写されているが、第 11 紙
以下は紙質が異なる。第 6 紙に中題「老子徳経下」がある。経文のみの無注本。



	 −	27	−

23　老子道徳経残巻　 1巻　旧鈔本　（恭78）
『老子』の古い注釈には河上公注と魏の王弼注とがある。本書は、河上公注本の残巻で、道経

37 章のうち 9 章を存し、そのうちにも一部欠落や錯簡が見られる。「大燈国師（老子道経/墨斎禅
師外題）」との古筆琴山の極札を存し、題簽にも「大燈国師」とあるが、大徳寺開山の大燈国師宗
峰妙超（1282〜1337）の筆になるかは定かではない。巻末に原本の奥書と校勘に使用した「古本」
の奥書とが本文とは別筆で移記されており、それによれば正嘉 2 年（1258）の清原氏書写本を抄
写したことが知られる。



	 −	28	−

24　荘子譲王篇残巻　 1巻　敦煌写本　（羽019R）
『荘子』は、内篇 7 篇、外篇 15 篇、雑篇 11 篇からなる『老子』と並ぶ道家の代表的テキスト。

本書は、雑篇・譲王篇の残巻で、首尾ともに欠く。全 2 紙。黄染の麻紙に楷書で書かれている。
本文のみの無注本。書写年代は不明であるが、1 箇所「民」字を欠筆していることから、貞観年間

（627〜49）ころの書写か。「敦煌石室秘笈」「李盛鐸印」「木斎審定」「李滂」の印記がある。



	 −	29	−

25　六韜　 6巻 1冊　旧鈔本　（恭82）
『六韜』は中国古代の兵法書。『荘子』にその名が見えるが、現行本は周の太公望呂尚に仮託さ

れた偽書である。同じく太公望の書とされる『三略』とともに、古来兵法書の代表とされる。文韜・
武韜・竜韜・虎韜・豹韜・犬韜の 6 巻 60 篇からなる。本書は、全巻一筆で書かれ、書写や校訂
などに関する記述はない。室町時代中期の鈔本と考えられている。本文書写と同時代の朱点およ
び付訓がある。「霊源院」の朱印と「北柳生森氏所持」の黒印があり、巻端には内藤湖南の識語も
ある。



	 −	30	−

26　黄帝内経太素　存 2巻　旧鈔本　（貴 7）　（重要文化財）
『黄帝内経太素』全 30 巻は、唐の高宗朝（649〜83）の人である楊上善が『素問』『霊枢』の文章

を類別して再編集し、注釈を加えたものである。中国では南宋時代に亡佚してしまったが、日本
では丹波頼基（丹波康頼の 8 代の孫）が仁安 2 年（1167）に抄写し、京都仁和寺に秘蔵されていた
ものが、江戸時代の文政年間（1818〜30）になって 25 巻分が発見され、その一部が市中に流出し
た。本書は、そのうちの巻 21 と巻 27 で、京都の名医福井崇蘭館の旧蔵本である。



	 −	31	−

27　外台秘要方　10 巻 10 冊　南宋刊本　（貴 6）
『外台秘要方』全 40 巻は、王燾が唐以前の数多くの医書の要を採って編纂し、天宝 11 載（752）

に完成したもの。北宋の煕寧 2 年（1069）に初めて校正医書局より刊行された。本書は、北宋刊
本に由来する南宋紹興年間（1131〜62）の浙江刊本で、巻 2 〜 3 、7、12、16〜17、19、32、35、
40 を存する。『経籍訪古志』著録の萩野元凱家蔵本。福井崇蘭館の蔵を経て杏雨書屋に入った。
宋人のものと思われる「頤神」の印記がある。



	 −	32	−

28　新修本草　 1巻　旧鈔本　（貴 8）　（重要文化財）
『新修本草』は、李勣らが顕慶 4 年（659）に高宗の勅命を受けて編纂した中国最古の勅撰本草書。

梁の陶弘景の『神農本草経集注』を刪定して新注と新薬を増添したもので、全 850 種の薬物を収
載する。中国では宋元の間に亡佚したが、日本では京都仁和寺に鎌倉時代の鈔本 5 巻が伝えられ
ており、国宝に指定されている。本書は、巻 15 禽獣部の残巻で、仁和寺本の僚巻である。巻末
に天平 3 年（731）の紀年をもつ本奥書がある。福井崇蘭館旧蔵。



	 −	33	−

29　群書治要　50 巻 47 冊　駿河版銅活字本　（恭42）
『群書治要』は、唐の魏徴らが貞観 5 年（631）に太宗の勅命を受けて、経書をはじめ正史や諸子

の書 60 数種から、為政者の参考となる箇条を抜き出してまとめたもの。中国では早くに散佚し、
日本にのみ伝存する。本書は、徳川家康が元和 2 年（1616）に出版させたもので、底本には金沢
文庫所蔵の清原教隆鈔本（現宮内庁書陵部蔵）を用いたが、当時すでに 3 巻が失なわれており、
また出版の際の誤植も少なからず見られる。水色表紙の原装本。



	 −	34	−

30　標題徐状元補注蒙求　 3巻 3冊　文禄年刊活字本　（恭40）
『蒙求』 3 巻は、唐の李瀚が児童教育のための教科書として、歴史上の人物の故事を 4 字句 1

対の韻文にして、読誦の便をはかって編纂した書。古注本と徐子光補注本とがあるが、前者は平
安時代、後者は鎌倉時代に日本にもたらされ、広く普及し盛んに学習された。本書は、小瀬甫庵

（道喜）が文禄 5 年（1596）に刊行した補注本。初期の活字印刷本として著名であり、その字体や
版式はやや稚拙である。全巻に朱墨の付訓注記がある。



	 −	35	−

31　永楽大典零本　 1冊　明嘉靖鈔本　（恭91）
『永楽大典』は、明の成祖（在位1402〜24）が解縉らに命じて編纂させた中国史上最大の類書（百

科事典）で、本文 2 万 2877 巻、凡例目録 60 巻、全 1 万 1095 冊、永楽 7 年（1409）に完成した。
その後、嘉靖 36 年（1557）に宮中の火事で危うく焼失しかかったため、世宗（在位1521〜66）は
万一に備えてあらためて副本 1 部を作成させた。本書は嘉靖の副本で、巻 2608 と巻 2609 である。
巻末に重録総校官侍郎臣高拱ら 6 名の列銜がある。巻 2608 は『憲台通記』、巻 2609 には同書の
続集を収める。版式その他は原本と同じとされる。



	 −	36	−

32　欽定四庫全書零本　 2巻 1冊　清乾隆鈔本　（恭92）
『四庫全書』は、清の高宗（在位1735〜96）の命によって乾隆 37 年（1772）から同 47 年にかけ

て編纂された漢籍の一大叢書。経・史・子・集の 4 部にわたる重要な古書を洩れなく収める。当
初、鈔本 4 部を作成し、北方の 4 地に建てた文淵閣、文溯閣、文源閣、文津閣に収蔵した。本書
は、咸豊 10 年（1860）の英仏連合軍の北京入城の際に焼け残って民間に流出した北京円明園内文
源閣の旧蔵本であり、内容は『南巡盛典』巻 28、29 である。巻首に「天子古希」「文源閣宝」、巻
尾に「天主信人」「円明園宝」の朱印がある。装潢は史部書を示す紅色の絹表紙。



	 −	37	−

33　白氏文集　72 巻　元和活字本　（恭58）
『白氏文集』は唐の白居易（772〜846）の詩文集。元稹（779〜831）編の『白氏長慶集』50 巻（824

年成立）に自撰の後集 20 巻、続後集 5 巻を加えたもの。現本は本文 71 巻と目録 1 巻。日本には
留学僧慧蕚によって写本がもたらされ、博士家に伝承されて知識人の教養書として重んじられた。
本書は、元和 4 年（1618）に那波道円によって刊行された木活字本である。目録および巻 1 から
巻 8 までを欠く。多くの巻に墨書の付訓および校合の書入れがある。



	 −	38	−

34　�新刊五百家註音弁唐柳先生文集　45巻　首 1巻　12 冊　南北朝刊本　�
（恭34）

唐の柳宗元（773〜819）の詩文集、宋の魏仲挙編。柳宗元は、韓愈（768〜824）とともに六朝以
来の美文（四六騈驪文）を廃し、古代の自由な文体に帰ることを主張した古文運動の中心人物で、
唐宋八大家のひとりとして著名。本書は、元末に日本に渡来した刻工のひとりで、福建甫田の人
兪良甫が嘉慶元年（1387）に版刻したもの。兪良甫はこの他にも多数の禅籍・漢籍の開版に従事
した。全巻朱墨の付訓および室町時代の頭注書入れがある。



	 −	39	−

35　玉川先生詩集　 1巻 1冊　高麗刊本　（恭63）
中唐の詩人盧仝（768？〜835）、号は玉川子の詩集。盧仝は生涯仕官せず、洛陽の下町に住んで

世人との交際を好まなかったが、韓愈にその詩才学問を高く評価された。彼の詩集の原刊本『玉
川子詩集』は 2 巻で、他に外集 1 巻があった。本書はその抜抄本でもあろうか。巻首に目録のみ
を存し、序跋などはない。巻尾には大徳 5 年（1301）の高麗の官版であることを示す刊語があるが、
版式はやや稚拙である。



	 −	40	−

36　友林乙藁　 1巻 1冊　影鈔宋本　（恭95）
『友林乙藁』は宋の史彌寧の詩集で全 170 首を収める。史彌寧は字は安卿、鄞県（浙江）の人。

南宋の宰相史浩の従子で、嘉定中（1208〜24）に邵陽（湖南）の長官となった。本書は宋刻本によ
って影鈔したものである。出版年などは不詳であるが、清代の著名な蔵書家の銭曽（字は遵王、
1629〜1701）、同じく考証学者の恵棟（号は定宇、1697〜1758）さらには清末の蔵書家の潘祖蔭（号
は鄭盦、1830〜90）の印記などがある。また、巻端の副葉には内藤湖南の識語が書されている。



	 −	41	−

37　天游閣集　 4冊　手稿本　（恭94）
『天游閣集』は、清の顧太清（1799〜1877）の詩文集で、第 1 、2 冊は詩 7 巻、第 3 、4 冊は東海

漁歌 6 巻を収める。顧太清は高宗（在位1735〜96）の玄孫奕絵の側室。名は春、字は子春、太清
または雲槎外史と号した。また、自署は太清西林春。才色ともに恵まれ詩翰に巧みで、その筆跡
は世に珍重された。書室を天游閣という。本書は序跋並びに目録を備えない。秩の外題に「原鈔
足本」と記し、著者の自筆稿本だという。ただし、詩巻 6 、7 は別筆である。



	 −	42	−

38　雅頌正音　 5巻 1冊　室町時代刊本　（恭31）
明の劉仔肩の編。劉仔肩は、字は汝弼、鄱陽（江西）の人。太祖（在位1368〜98）の初め召に応

じて都に上り、当時の公卿から僧侶まで 50 余人の詩を集め、自身の詩をも加えて『雅頌正音』を
編んだ。『雅頌正音』によってのみ伝わる明人の詩も少なくない。本書は、洪武年間（1368〜98）
の刊本による室町初期の覆刻と考えられている。本書は伝本極めて少なく、内閣文庫および尊経
閣文庫に各 1 本を伝えるのみである。なお、洪武刊本が静嘉堂文庫に架蔵されている。



	 −	43	−

39　古楽府　10 巻 3冊　元刊本　（恭16）
元の左克明の編。古楽府とは、古典詩の形式のひとつで、唐代に作られたものを新楽府という

のに対し、それ以前に作られたものを古楽府という。本書は、左克明が先行する宋の郭茂倩『楽
府詩集』の分類を参考に新たに編纂したものであり、作品の解題なども郭氏のそれを踏襲してい
るが、編集方針は異なっている。本書は元末の刻本と考えられており、全巻に朱点、校合および
頭注、書入れがある。



	 −	44	−

40　詩法源流　 1巻 1冊　室町時代刊本　（恭32）
『詩法源流』は作詩法に関する指南書。撰者の楊載（1271〜1323）は杭州（浙江）の人。40 歳を

過ぎて出仕し、翰林国史院編修官などを歴任。趙孟頫に文章を賞讃され、虞集、范梈、掲傒斯ら
と共に元詩四大家に数えられる。本書は、巻末に「延文己亥春雲居比丘妙葩命工刊行」の刊記が
あり、延文 4 年（1359）の刊行と知られる。妙葩（1311〜88）は、五山の禅僧。道号は春屋、諱は
妙葩。夢窓疎石の俗甥にあたる。本書は他に伝本を見ない希覯書である。



	 −	45	−

41　洞真高上玉帝大洞雌一玉検五老宝経残巻　 1巻　敦煌写本　（羽612）
本書は黄染の麻紙に端正な楷書で書かれている。首尾を欠き経題などは確認できない。全 9 紙。

『敦煌秘笈』の原題は「大洞真経」となっているが、正確には正統道蔵中の『洞真高上玉帝大洞雌一
玉検五老宝経』 1 巻に比定される。一部に錯脱が見られるが、おおむね道蔵本の 2 葉表から 11
葉表、28 葉表から 31 葉表、47 葉裏に相当する。本経は上清経類に属し、誦経と存思と祝詞と
による昇仙を説いている。



	 −	46	−

42　老子十方像名経巻上残巻　 1巻　敦煌写本　（羽638）
本書は黄染の麻紙に端正な楷書で書かれている。全 14 紙。首を欠くが尾題は「老子十方像名

経巻上」とあり、尾題の下に「四方品合有二百卌名」と細字で書し、さらに「神泉観道士王道深敬写」
との識語がある。神泉観は敦煌にあった道観。仏典の仏名経類に対応して作られた道教経典であ
る。正統道蔵中には『老子像名経』 4 巻があるものの、高上老子の誥授部分が本書とほぼ同じで
あることを除いて、敬礼の対象である天尊名などは一致しない異本である。



	 −	47	−

43　一切経音義　25 巻 2帖　北宋刊本　（恭 6）
『一切経音義』は、唐の玄応の撰。仏典中の難解な字句についての字音や字義に関する注釈書。
7 世紀半ばの成立。現存する音義書としては最古のもの。撰者の玄応は、長安の大慈恩寺で玄奘
の仏典翻訳事業に従事した僧侶。本書は、崇寧 2 年（1103）に福州閩県（福建）の白馬山東禅等覚
禅院の住持普明が皇帝の長寿を祈願して開版した東禅寺版大蔵経の零本で、巻 4 、巻 5 を存する。

『一切経音義』の刻本としては最も古いもののひとつ。もと京都三聖寺の所蔵。



	 −	48	−

44　�妙法蓮華経　 7巻 1帖　南宋刻本　付妙法蓮華経　 7巻 1帖　江戸時代影刻本�
（恭 7）

姚秦の鳩摩羅什（344〜413）の訳。恭 7 は 2 種の『妙法蓮華経』を含む。 1 本は、南宋の坊刻の
細字経で、巻首に線刻の釈迦説法図が置かれる。一般に細字経は 1 行 34 字の版式が多いが、本
書は 30 字ないし 34 字と不等であること、説法図に「沈敦刀」と刻工名が刻まれていること、本
文に読点を刻入していることなどの特色がある。狩谷棭斎旧蔵本で西園寺公望の手を経て内藤湖
南に譲られたもの。もう 1 本は、慶安 3 年（1650）に松永貞徳（1571〜1653）が上記南宋刻本を影
刻したものである。巻末には影刻の趣旨を記した貞徳の跋文がある。

南宗刻本



	 −	49	−

45　法華玄義序　 1巻 1帖　本国寺版活字本　（恭39）
『法華玄義』10 巻は、隋の智顗（538〜97）が『妙法蓮華経』の経題の文字それぞれのもつ奥深い

意義（玄義）を講説したのを、弟子の潅頂（561〜632）が筆記したもの。本書はその序文として添
えられた潅頂の「法華私記縁起」のみを刊行したものである。巻末の跋文によれば、本国寺の僧
一輪房日保が文禄 4 年（1595）に 100 部刷って奉納したことが知られる。古活字印本のうちでも
最も古いもののひとつとされる。



	 −	50	−

内藤湖南先生肖像　太田喜二郎画　（洗197）
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■アクセス
●地下鉄堺筋線
　北浜駅6号出口より徒歩4分
　
●地下鉄御堂筋線
　淀屋橋駅11号出口より徒歩6分

展示室には常時、蔵書や巻軸を解説付きで
陳列し、来館者の参観に供しています。春
と秋には特別企画の展示会を開いています。

図書の閲覧を希望される方は、閲覧申請
書に所定事項を入力して御申込み下さい。
複写、写真撮影、掲載等はそれぞれの規
則によっていただきます。

休  館  日　
　土曜日・日曜日・祝祭日・年末年始
　その他当館の行事に伴う臨時休館日

杏雨書屋の活動

展　　示 展示室開館時間
午前 10 時から午後 4 時まで
展示室開館時間
午前 10 時から午後 4 時まで

■展示室開館時間
　午前 10 時から午後 4 時まで

閲　　覧

刊　　行

■閲覧時間
　午前 9 時から午後 4 時まで

科学技術振興の一環として出版物を刊行してい
ます。

〔刊　行　書〕
杏雨書屋蔵書目録�  1982 年
新修恭仁山荘善本書影　　　　� 　1985 年
本草書の研究　渡辺幸三著　　� 　 1987 年
杏雨書屋図録　　　　　　� 　　 1998 年
本草学研究　森鹿三著　　　　　� 　 1999 年
新修本草巻十五獣禽部（影印本）　� 　　2000 年
宝要抄（影印本）　　　　　� 　　2002 年

像食物本草（影印本）　　　� 　　2003 年
穀類抄（影印本）　　　　　　　� 　　2004 年
生薬・薬用植物語源集成　内林政夫 著� 2004 年
宋版　備急総効方（影印本）　� 　　  2005 年 3 月
杏雨書屋洋書目録　　　　　� 　 2006 年 1 月
杏雨書屋所蔵 書簡集Ⅰ、Ⅱ　� 　2006、2009 年
水谷本草Ⅰ〜Ⅳ（原色 翻字本）　2005 〜 2008 年
香字鈔（影印本）　　　　　� 　　　2007 年 3 月
黄帝内経太素（影印本）　　� 　　　2007 年 4 月
香要抄Ⅰ、Ⅱ（影印本）　　� 　2008、2009 年
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杏雨書屋所蔵 医家肖像集、二編� 2008、2018 年
敦煌秘笈 目録冊〜影片冊Ⅸ（影印本）� 2009 〜 2013 年
本草品彙精要Ⅰ〜Ⅵ（複製本）� 2010 〜 2012 年
本草品彙精要  解説・目録・索引　� 　  2015 年
薬種抄Ⅰ、Ⅱ（影印本）　　� 　2010、2011 年
毛詩正義Ⅰ〜Ⅳ（複製本）　�  2011 〜 2013 年
宇田川榕菴植物学資料の研究　� 2014 年 3 月
杏雨書屋「松木文庫」解説・目録� 2014 年 3 月
曲直瀬道三と近世日本医療社会� 2015 年10月
本草・薬物の研究　宮下三郎著� 2016 年１月
杏雨書屋蔵 磧砂版大蔵経目録　Ⅰ〜Ⅺ� 2017 〜 2023 年
杏雨書屋所蔵 病草紙模本集成� 2017 年 3 月
敦煌秘笈 景教経典四種� 2020 年 9 月
日本近世医学史論考Ⅰ・Ⅱ 町泉寿郎著� 2022 年３月
医聖像集� 2022 年３月
定期刊行物   紀要「杏雨」� 　1998 年創刊

https://www.takeda-sci.or.jp/

常設展示室


